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１.背景と目的
生活習慣の基本的な内容は、保健体育科と家庭科で
学ばれる。しかし、この二つの教科学習を通して生活
習慣を身につけるという考え方は、学校現場の共通理
解とはなっていない。また、中学１年時の早い段階で
適切な生活習慣を身につけることは、中学校を通して
の学習と心身の発達・発育のために大切であり、小学
校からの連続した指導が必要と考えられるが、そのよ
うな小中連携の実践報告はほとんど見当たらない。
本研究では、中学校１年時に適切な生活習慣を身に
つけることを目標として、家庭科と保健体育を連携さ
せ、同時に小中連携を組み込んだカリキュラム(小学校
６年生３学期～中学校１年生１学期)を作成した(表
１)。さらに、授業→ふり返り→目標設定のサイクルを
繰り返した実践を通してカリキュラムの有効性を検証
した。
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保 田 智 子
Tomoko YASUDA
(大阪府岬町教育委員会)
本 山 貢
Mitsugi MOTOYAMA
(和歌山大学教育学部)
本 山 司
Tsukasa MOTOYAMA
(阪南市立尾崎中学校)
池 田 拓 人
Takuto IKEDA
(和歌山大学教育学部)
― 203―
２.カリキュラムの構成
以下の考え方でカリキュラムを構成した。
①必要とされる学習内容を各教科から抽出し、教科
連携授業を同じ時期に設定する。
②体育分野では継続できる「体つくり運動」を提案
し、運動習慣の改善につなげる。
③家庭科では、食生活の知識・技術の定着を図り、
食習慣の改善につなげる。
④保健分野での「運動」「食事」「休養」の学習を全
体のまとめ学習として設定する。
⑤小学校６年生と中学校１年生で、必要な「くり返
し」「積み重ね」学習を試みる。
小学校６年３学期に体育、家庭科の連携授業「中学
生にむけて体をつくっていこう」を実施し、中学校に
向けて生活目標を設定した。中学校１学期には、小学
校での授業内容を活かした連携授業を実施し、夏休み
の生活目標を設定した。夏休みの生活を記録すること
で、生活習慣の定着を図り、そのふり返りから２学期
以降の生活目標を設定した。以上のような「授業→ふ
り返り→目標設定」サイクルにより知識・理解が深ま
り、生活習慣の確立・定着につながると考えた。また、
定期的に生活実態調査(４回)を実施し、カリキュラム
の有効性を判断した。これは、児童生徒による「ふり
返り」の一環と位置づけた。
３.授業実践とカリキュラムの評価
Ｋ市立Ｋ小学校第６学年５クラス(202名)、Ｋ市立Ｙ
中学校第１学年７クラス(255名)で授業を行った。カリ
キュラムの有効性は授業でのふり返りの記述や生活記
録の記述、実施前後の生活習慣に関する質問紙調査か
ら評価した。
４.結果と考察
⑴教科連携や小中連携授業をスムーズに行う手立て
小中学校の接続部分をスムーズにするため、中学校
体育の準備運動で行う「体つくり運動」を小学校の授
業にも取り入れた。中学校家庭科では、小学校で使用
した教具・教材を中学校でも採用することで、授業内
容の関連性を深めることができていた(図１～３)。ま
た、中学校では、本来２年生で行っている家庭科食生
活の内容を中学１年生に設定し、同様に３年生で実施
する保健分野の内容を１時間設定した。教科の組み替
えや内容の連続性の確保は、担当教員間の相互理解に
より可能となった。
⑵知識・理解、技能の習得
学習カードのふり返り(図４)には、授業目標の内容
理解を示す記述が数多くみられた。また、中学校家庭
科では小学校で習得した内容の記載が見られた(図５
～７)。
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図３ 小中体育内容の記述分析
図２ 小中家庭科内容の記述分析
図１ 連携授業のあり方
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夏休みの生活目標設定(図８)では、「毎日運動する」
「毎食食べる」「早寝早起きする」など、くり返し学ん
だ内容が記載され、知識の定着がうかがえた(図９)。
⑶生活意識や生活実態
学習カード、生活目標とふり返りなどの記述に共通
して、各自の生活を見直し、改善しようとする意欲が
みられた。例えば、夏休み後のふり返りでは、「２学期
基本的生活習慣の確立を目指した授業実践
図５ 中学校家庭科ふり返り記述分析①
図６ 中学校家庭科ふり返り記述分析②
図４ 学習カードふり返り例 図７ 中学校保健体育科ふり返り記述分析
図８ 夏休みの目標設定
図９ 夏休み目標設定記述分析
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も規則正しい生活をしたい」「毎日の生活チェックは面
倒だったけど、これからも続けていきたい」など、反
省及び継続の意欲が確認できた(図10～11)。
「夏休みの生活記録」(資料参照)の記述から分析し
たなかで、「食事」や「運動」に比べて「睡眠」が達成
できなかった割合が多かった。知識を得ても、実践し
ていくことの難しさがうかがえた。
生活実態調査(表２)からは、中学校での実施前後(４
月と７月の比較)で、「間食をしますか」「外遊びや運
動、スポーツをどのくらいしますか」については有意
な変化がみられた。しかし、その他の生活実態につい
ては、実施前後(４月、７月、11月の比較)で差がみら
れなかった(図12～15)。ただし朝ごはんを「毎日食べ
る」については、改善傾向であった。
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図10 夏休みふり返り例
図11 夏休みふり返り分析
図12 生活実態調査 外遊びや運動について
図13 生活実態調査 朝ごはんについて
表２ 生活実態調査 前後比較
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(資料)
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また、授業実践を行わなかった前年度の１年生と授
業実践対象の１年生の比較(表３)では(４月と11月調
査の比較)、「６時～７時起床」と「10時～11時就寝」
に有意な差がみられ、実施対象１年生は早寝早起きの
実践ができるようになっていた。
他校１年生との比較(４月と11月調査の比較)では、
「毎日、朝ごはんを食べていますか」において有意な
差がみられた。本カリキュラム実施校では、他校１年
生より朝ごはんを食べている割合が高かった。(表４)
また、「毎日朝ごはんを食べる」「睡眠時間を８時間
以上とる」「夜10時～11時に寝る」などは、中学入学
後、一般的に下降していくと考えられているが、今回
の３回の生活実態調査では、大きな生活習慣の悪化は
みられない、またはわずかではあるが生活習慣の改善
傾向がみられた。
小学校でカリキュラムを実施した群と非実施群との
間で行動面では有意な差はみられなかった。
５.まとめ
保健体育科と家庭科を連携させた長期カリキュラム
を組むことで、生活習慣についての知識・理解が進み、
意識の向上がみられた。また、実践前後の比較から、
間食や運動については有意な行動変容がみられ、また、
授業実践を行わなかった昨年度の１年生や他校との比
較からは、本実践が就寝時間や朝ごはんなどにおける
行動変容に結びついている可能性が示された。
小学校でカリキュラムを実施した群と非実施群との
間で行動面では有意な差がなかったが、入学時の記述
から、知識の定着等には一定の効果があったと考えら
れる。小中連携カリキュラムの有効性を引き続き検討
していく必要がある。
今後の課題としては、生活習慣の確立にむけての小
中連携カリキュラムの有効性を引き続き検討していく
必要がある。具体的には、「授業→ふり返り→目標設定」
のサイクルを小学校・中学校ともに共通として実践し
ていくことや、短期間から中期、長期にわたって計画
していく必要があると考える。
また、「食事」「運動」「睡眠」のバランスが大切であ
るが、近年「睡眠」について課題が多い。睡眠につい
ての知識は、意外と知らない保護者や子どもが多い。
睡眠について、授業改善や記録用紙の工夫が必要であ
る。
図15 生活実態調査 就寝時間について
表３ 実施群と前年度1年生(非実施群)との比較
表４ 実施校と他校(非実施校)との比較
図14 生活実態調査 睡眠時間について
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表５ 生活習慣の確立を目指した「教科間連携」「小中連携」カリキュラムの詳細
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最後に、生活習慣の確立を目指した「教科間連携」
「小中連携」カリキュラムの実践モデルを表５に示し
た。中学校では、教科担当だけが生徒の生活習慣につ
いて意識していくのではなく、管理職、養護教諭、担
任教師なども常に連携を考え、学校全体として３年間
にわたって働きかけていくことが重要となる。さらに
生活習慣については、学校だけでは確立できないと考
える。家族や地域との連携が不可欠である。学校・家
庭・地域の協働が今後の課題である。
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